
（ ）

2023 年度（予算） 2022 年度(決算見込) 2021 年度(決算) 2020 年度(決算)

14,314 千円

その他の財源の内容 富山県教育制度百年記念基金（関西電力株配当）

2023 年度

千円

一般財源 354 千円 369 千円 365 千円 364 千円

千円

国補助金の内容

地方債 千円 千円 千円 千円財源

内訳

国補助金
千円 千円 千円

その他の財源
（使用料、手
数料など）

14539 千円 14539 千円 14539 千円 13950

財源合計 14,893 千円 14,908 千円 14,904 千円

0 人 365 千円 0 人 363.8 千円

総事業費 14,893 千円 14,908 千円 14,904 千円 14,314 千円

人件費合計 0 人 353.65 千円 0 人 369 千円

千円 0.05 人 363.8 千円

臨時職員等 人 0 千円 人 0 千円 人 0 千円 人 0 千円

353.65 千円 0.05 人 368.9 千円 0.05 人 365

千
円

関連事業
（同一目的事業等）

コ
ス
ト

事
業
費

事業費合計 14,539 千円 14,539 千円 14,539 千円 13,950 千円

事業費内訳
（2022年度分）

・補助金交付額：14,539千円

人
件
費

担当正職員 0.05 人

千
円

千
円

千
円

目　的
（何のために）

（公財）富山県ひとづくり財団が実施する創造性豊かな人づくりに関する事業及び教育
の振興発展に資するための事業を支援

事
業
概
要

対　象
（誰・何を対象に）

（公財）富山県ひとづくり財団
対象者数（全住民に対する割合）

人 ％

実施方法

□直接実施（直営）

□業務委託 又は □指定管理　（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■補助金〔直接・間接〕（補助先：富山県ひとづくり財団　実施主体： 同左 ）

□貸付（貸付先：　　　　　　　　　）□その他（　　　　　　　　　　　　）

事業内容
（手段、手法など）

事業内容（箇条書き） 事業費 活動指標

【富山県教育記念館補助金】
・補助対象事業：創造性豊かな子ども育成事業
　　　　　　　　元気な地域づくり事業
　　　　　　　　教育記念館事業

14,539
千
円

根拠法令等 富山県教育制度百年記念基金条例 担当課･係名 生涯学習・文化財室

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務 作成責任者 主事　澤田

実施の背景
本補助金は、昭和５２年に、富山県の教育制度百年を記念して、教育関係者の寄付及び県助成
により富山県教育記念館を設置したことから、昭和５３年度から、その管理運営及び創造性豊か
な子どもの育成等の事業を支援するため補助を開始したもの。

事業シート（概要説明書）

予算事業名 富山県教育記念館費 事業開始年度 昭和53年度

上位施策事業名 青少年教育施設管理費 担当局・部名 教育委員会

ここから成果指標を導きます。

事業番号：8月26日（土）③



2023 年度

事業シート（概要説明書）

予算事業名 富山県教育記念館費 事業開始年度 昭和53年度

事業番号：8月26日（土）③

2020 年度

2022 年度 2021 年度 2020 年度

校 7/5

97/55

年度

/ / /

/ / /

「学ぼう！ふるさと未来」支援事業
（申請校数/支援校数）

127/68

2021

11/21

7/5 7/5

「夢の卵」育成事業
（応募数/短歌入門実施数）

事業の自己評価
(今後の事業の方向

性、課題等)

＜自己評価＞
・子どもたちの発想力や創造力、ユーモアのセンスなど多様な可能性を引き出すためのイベント
の開催や、教育記念館において県教育の歴史文化に関する展示を行い人々に県教育のあゆみを伝
える等、創造性豊かな子どもの育成や県教育史の広報に貢献している。当該補助金の交付によ
り、県内の人材育成、教育文化の振興につながっているものと考えている。
・財源である富山県教育制度百年記念基金は、人づくりに関する事業や教育の振興発展に資する
事業を実施する当該財団に対する補助金の財源に充当するために設置されたものであり、基金の
目的に沿い、これまで適切に補助金を交付してきたところである。
・各事業の参加者へのアンケート調査や事業結果の分析などにより、より効果的な事業内容や事
業実施方法等の検討を行う。

＜課題＞
・資産運用益、貸事務室や貸会議室収入など自主財源はあるものの、県などからの助成なしに事
業実施することは困難であるというのが現状。

比較参考値
（他自治体での類似

事業の例など）

【山口県】公益財団法人山口県ひとづくり財団
・当財団の前身である「財団法人山口県教育財団」は、昭和４２年４月に維新百年記念事業とし
て、教職員及び青少年の資質の向上、人材の開発など、教育の振興に係る活動を展開するために
設立。
・様々な分野で活躍できる地域の人材を育成するため、講座・研修会の実施、学習施設の整備、
学びのための支援などを行っている財団。

特記事項

事
業
成
果

成果目標
（指標設定理由等）

創造性豊かな人づくりに関する事業及び教育の振興発展に資するための事業が実施され
ることにより、県の未来を拓く有為な人材の育成に寄与すること。

成果
（目標達成状況）

【成果指標名】（実績値/目標値） 単位

単位当たりコスト

/ / /

2022 年度

件 1,437/4 1,825/4 中止

事
業
実
績

活動実績

【活動指標名】（実績値/目標値） 単位

「きらめき未来塾」事業
（応募人数/募集定員）

人 115/68

／

「高校生とことん科学セミナー」開催事業
（参加人数/募集定員） 人 12/10 10/15



（ ）

（ ）

（ ）

財務諸表URL https://www.t-hito.or.jp/zaidan/about/document.html

特記事項

負債総額：10,651,805円　　　資本総額：1,750,128,280円
利益剰余金（もしくは欠損金）：　0円

3/1

団体概要

委託・指定管理・補助　対象団体シート（概要説明書）

予算事業名 富山県教育記念館費 事業開始年度 昭和53年度

千円

国からの財政支出金

0 千円

団体名

団体への
支出根拠

（選定経過等、
支出先の妥当

性）

富山県教育制度百年記念基金条例および予算の定めによる。

当該事業の
団体における
収支状況

0 千円

71 千円

14,610

補助金

（公財）富山県ひとづくり財団

千円 14,610

千円

支出収入

0 千円

14,539

千円

委託料・指定管理料

総計

その他

千円

県からの財政支出金

市町村からの財政支出金

千円

千円

県出資金

その他

0

1/0

0

総計

うち
（出向／OB）

うち
（出向／OB）

172

常勤

0/2

うち
（出向／OB）

千円

千円

千円

資本金
役
職
員

（単位：人）

　当財団、先人の英知を次代に引継ぎ、創造性豊かな人づくりに関する事業及び教育の振興発展に資するために必要な
事業を行い、県の未来の拓く有為な人材の育成に寄与することを目的に、平成15年４月に設立。理事会・評議員会・事務
局等からなる。
　事業は大きく分けて３つあり、「創造性豊かな人づくり・教育振興事業」では、富山県の未来を拓く創造性豊かな子どもを
育成するための事業（「夢の卵」育成事業、きらめき未来塾事業など）や富山県教育記念館における展示事業や富山の教
育資料の収集・調査事業等を実施している。「高等教育振興事業」では、県内高等教育機関が中心となって行う教育研究
活動や地域連携活動（学会の開催、一般県民向け公開講座・シンポジウムの開催等）等へ助成金を交付し、支援を行って
いる。「富山県教育記念館管理運営事業」を実施しており、県内教育諸団体が入居する富山県教育記念館の管理運営や
会議室の貸出しを行っている。

297,500

99 ％

300,000

1/0

非常勤

役員 2

1

監事

職員 7 0/0

千円

14,610

団体全体の
収支状況

収入 支出

国からの財政支出金 0

出資比率

事業費

教育振興基金運用収入・参加者負担金

千円

千円

千円

市町村からの財政支出金 0 千円 人件費 32,466 千円

千円 事業費 49,225 千円

県からの財政支出金 39,458 千円 管理費 967 千円

0 千円 1,011 千円

補助金 0 千円 総計

その他 物件費

※委託料は設計ベースのため、収入と一致しない場合あり。

総計 84,022 千円 収支差 353 千円

その他 運用益等 44,564 千円

83,669 千円

その他 0 千円

委託料・指定管理料

平成232023年度
記載に際しての基本事項
○本シートは、事業の委託・補助先の団体等と行政の関係の全
体像を把握することを目的としています。
○前年度の実績（または見込）に基づいて記載しますが、数値
が確認できない場合は、前々年度のもので構いません。

団体の収入・支出概要及び利益剰余金欄について
○「仕分け対象事業」だけでなく、団体の収入・支出総額とその
内訳を記載してください。
○支出概要で、「人件費」は、当該団体役職員の人件費です。
決算上、事業費と管理費に人件費が含まれている場合、それ
ぞれから人件費部分を差し引き、人件費欄にまとめて記載して
ください。
○この欄は、当該団体に公表義務がなく、かつ自治体がその
情報を公表することに支障があると判断される場合、記載不要

○支出の内訳は、設計ベース（見積もり等）を参考にご記載くだ
さい。その際、総計が必ずしも収入と一致しない（収入＜支出）
場合があると考えられますが、それでも問題ありません。

事業番号：8月26日（土）③



○富山県教育制度百年記念基金条例 

昭和 53年 3月 22日 

富山県条例第 1号 

富山県教育制度百年記念基金条例を公布する。 

富山県教育制度百年記念基金条例 

(設置) 

第 1条 富山県の教育制度百年を記念して、財団法人富山県ひとづくり財団(昭和 51年 1月 27日に財団

法人富山県教育記念館という名称で設立された法人をいう。第 3条において同じ。)の活動の促進を図

るため、富山県教育制度百年記念基金(以下「基金」という。)を設置する。 

(平 15条例 37・平 20条例 41・一部改正) 

(財産の種類) 

第 2条 基金に属する財産は、関西電力株式会社の株式 25万株及び増資により取得した株式とする。 

(運用益金の処理) 

第 3条 基金の運用から生ずる収益は、一般会計歳入歳出予算に計上して、財団法人富山県ひとづくり財

団の活動費の助成の財源に充てるものとする。 

(平 15条例 37・一部改正) 

(細則) 

第 4条 この条例に定めるものを除くほか、基金の管理に関し必要な事項は、知事が定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 15年条例第 37号) 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則(平成 20年条例第 41号)抄 

(施行期日) 

1 この条例は、平成 20年 12月 1日から施行する。 



富山県指令生学第 17号 

                     富山市千歳町１丁目５番１号               

                     公益財団法人富山県ひとづくり財団 

 

   令和５年度富山県教育記念館補助金の交付について 

 

 令和５年４月１日付け富ひと第９号で申請のあった令和５年度富山県教育記念館補助金について

は、富山県補助金等交付規則第４条第１項の規定により次のとおり金 14,539,000円を交付します。 

 

   令和５年４月１日 

                          富山県知事 新 田  八 朗 

 

１ この補助金の交付の対象となる事業は、令和５年４月１日付け富ひと第９号で申請のあった令和

５年度富山県教育記念館事業とし、その内容については、当該申請書記載のとおりとします。 

２ 補助事業に要する経費及び補助金の額は、次のとおりとします。 

   補助事業に要する経費    金 16,969,000円 

   補助金の額         金 14,539,000円 

３ 補助金の確定額は、補助事業に要した経費の実支出額と補助金の額（変更された場合は、変更後

の額）とのいずれか低い額とします。 

４ 富山県補助金等交付規則第５条の規定により知事が付する補助金交付の条件は、次のとおりです。 

（１）補助事業を中止する場合は、知事の承認を得なければならないこと。 

（２）補助事業に係る収支に関する事項を明確にした書類を整備し、補助事業完了後５年間保管す

ること。 

（３）補助事業者は、当該補助事業が完了したときは、完了後 10日以内又は令和６年３月 31日の

いずれか早い日までに事業実績報告書を提出すること。 







令和５年度 富山県教育記念館補助金事業計画書 

 

 

１ 創造性豊かな子ども育成事業 

   元気で創造性豊かな子どもの育成に関する事業を実施する。 

(1) 「夢の卵」育成事業 

    夢に向かってチャレンジしたい意欲のある子どもたちを後押しするため、子どもたち

が描いている「夢の卵（将来の夢）」を公募し、優秀者を各分野の専門家のもとへ派遣

する。選考委員会は６月下旬、表彰式は７月下旬に開催する。 

    ・短期入門の実施  小学生の部 ２名 

              中学生の部 ２名 

(2) 「きらめき未来塾」事業 

    子どもたちの発想力や創造力、ユーモアのセンスなど多様な可能性を引き出すため、

各分野の専門家を講師に招いて３つの道場を開催する。 

ア 右脳活用道場「漫画講座」 

     右脳を活用し、五感を通じた感覚、感性を活かしたイラスト、漫画を描き、起承転結の題

材やストーリーを考えることによって、「柔軟な表現力、発想力、創造力」を養う。 

    ・講座の開催 ３回 

イ 思考道場 

     ゲーム感覚で数学的考え方を発展させ、「自分で考える力」「柔らかな思考力」を養う。 

    ・講座の開催 ３回 

ウ お笑い道場 

     落語を学ぶことによって話術やユーモアのセンスを身につけ、ウィットに富む自己

表現力を高める。 

    ・講座の開催 ４回 

(3) 「ロボットづくり教室」開催事業（アイデアロボット展関連企画事業） 

    子どもたちがアイデアあふれるロボットに直接触れたり、自らも製作してみたりする

ことによって、ものづくりのおもしろさや楽しさを味わうとともに、進路選択の一助と

することを目的として、「アイデアロボット展」開催期間中に「ロボットづくり教室」

を開催する。 

・教室の開催 １回 

(4) ｢高校生とことん科学セミナー｣開催事業 

    科学に興味のある高校１･２年生を対象に、最先端の科学に触れ、科学者等とひざを

交えて語り合う交流の場を持ち、将来の自分の進路などについて考えてもらう「高校生

とことん科学セミナー」を開催する。 

・セミナーの開催 １回 

(5) 子どもたちの生きる力を育む起業家教育推進事業 

子どもたちが変化の時代を「生き抜く力」を育成するとともに、子どもたちの将来 

のキャリアの選択肢を増やし、県内における起業家教育の普及を図るために、起業家

教育ワークショップ「みらいの起業家マインド育成塾」を開催する。 

    ・ワークショップの開催 １回 

 



２ 元気な地域づくり事業 

   地域づくり活動を行う個人又は団体の育成及び支援をする。 

(1) ｢学ぼう！ふるさと未来｣支援事業 

    ふるさとを愛する子どもの育成を願い、地域と連携して「ふるさと学習」に取り組む

学校を支援する。選考委員会は６月、実践報告会は令和６年２月に開催する。 

・支援する学校数 ５校 

(2) 「富山県をよくする会」支援事業 

地域やＰＴＡ等と一緒にボランティア活動やあいさつ運動等に熱心に取り組んでい

る県内中学校の生徒会やグループを顕彰し、一層の活動を奨励する。 

(3) 機関誌発行事業 

財団の事業や記念館での展示事業等の活動内容を機関誌にしてＰＲする。 

ア 財団機関誌「創造」の発行 年１回（３月） 

イ 教育記念館「館報」の発行 年２回（11月、３月） 

 

３ 教育記念館事業 

   教育の歴史文化に関する文献の収集、保管並びに展示、教育記念館の管理運営を行う。 

(1) 教育記念館展示事業 

①恒例展開催事業 

富山県教育記念館の耐震改修工事終了後、次の恒例展等を開催する。 

ア さんすうワールド展 

イ 富山県教職員厚生会退職厚生部富山支部会員作品展 

ウ 児童・生徒によるものづくり展 

エ 富山県造形教育作品展 

オ アイデアロボット展 

  ※関連企画として、「高校生ロボコンフェスタ」を開催 

カ 富山県中学校美術展 

キ 子どもの目、自然不思議発見写真展 

ク ミニ企画展の実施（教育研究展示コーナー：１階小ギャラリー） 

・児童生徒の各種コンクールのポスター展  等 

②常設展示 

ア 教育記念室（富山県教育記念館２階） 

江戸時代以降の富山県教育のあゆみを時代別に展示。 

イ 郷土先賢室（富山県教育記念館３階） 

実業や政治、教育、文化芸術など、郷土の発展につくし顕著な業績を挙げられ

た６名の先賢者の功績等を展示。新たに顕彰する先賢者について展示替え。 

(2) とやまの教育資料収集・調査事業 

    富山の教育の歴史や文化に関する文献や資料の収集及び整理を行い、富山県教育の一

層の発展に資するとともに各種教育展示等で利用する。また、郷土が生んだ先賢者に関

する文献や資料の収集・調査を行い、業績等を展示する。 

 



令和４年度 富山県教育記念館補助金事業実績報告書 

 

１ 創造性豊かな子ども育成事業 

 元気で創造性豊かな子どもの育成に関する事業を実施した。 

(1) 「夢の卵」育成事業 

夢に向かってチャレンジしたい意欲のある子どもたちを後押しするため、子どもた

ちが描いている「夢の卵（将来の夢）」を公募し優秀者を各分野の専門家のもとへ派遣

した。また、より多くの子どもたちの夢を応援するため、次点となった作品を佳作と

して表彰した。 

ア 選考委員会・表彰式の開催 

選考委員会 令和４年６月 24日（金）（於 富山県教育記念館） 

表 彰 式 令和４年７月 25日（月）（於 高志会館） 

イ 短期入門の実施 

     小学生の部 ２名（応募数 584作品） 

(ｱ) 中西 瑠煌斗 さん（黒部市立若栗小学校５年） 

夢 の 卵 山里の自然を活かした水族館の学芸員 

入門期間 令和４年８月19日(金)、21日（日） 

入 門 先 魚津水族館 

(ｲ) 水野 紗彩 さん（富山大学教育学部附属小学校６年） 

夢 の 卵 科学捜査を使って犯罪を解決できる警察官 

入門期間 令和４年７月29日(金) 

入 門 先 富山県警察本部鑑識課・科学捜査研究所 

中学生の部 ２名（応募数 857作品） 

(ｱ) 成安 志真 さん（射水市立小杉中学校１年） 

夢 の 卵 困っている人を支援できる社会福祉士 

入門期間 令和４年８月９日（火）、10日（水） 

入 門 先 富山国際大学（呉羽キャンパス）、社会福祉法人フォーレスト八尾

会 おわらの里 

(ｲ) 森山 泰成 さん（富山市立芝園中学校２年） 

夢 の 卵 昆虫の生態とその大切さを伝えられる学芸員 

入門期間 令和４年８月９日(火)、23日（火） 

入 門 先 富山市科学博物館 

 

(2) 「きらめき未来塾」事業 

子どもたちの発想力や創造力、ユーモアのセンスなど多様な可能性を引き出すため、

各分野の専門家を講師に招いて３つの道場を開催した。 

【道場の実施】 

(ｱ) 右脳活用道場 24名参加 

       漫画づくりを通して、自分のアイディアを絵と言葉で表現することをねらいと

する道場を開催した。（於 富山県教育記念館） 



 開催日 内  容 

第１回 ７月27日（水） オリジナルキャラクターを考える 

第２回 ８月８日（月） ネームを描く 

第３回 ８月18日（木） 漫画原稿の制作 

第４回 ８月22日（月） 漫画原稿の仕上げ 

講師：森 みちこ 氏（漫画家） 

(ｲ) 思考道場  28名参加 

ゲーム感覚で数学的考え方を発展させ、「自分で考える力」、｢柔らかな思考力｣

を養うことをねらいとする道場を開催した。 

 開催日 内  容 場  所 

第１回 ７月26日（火） 秋山 仁氏 特別授業 

「今日からあなたは算数マジシャン」 

高志会館カルチ

ャーホール 

第２回 ８月４日（木） すごろく、ドット絵、タングラム 富山県教育記

念館 第３回 ８月12日（金） 暗号、㎗ます 

第４回 ８月19日（金） 一刀切り、仲間集め 

特別講師：秋山 仁   氏（東京理科大学 栄誉教授、数学者） 

講  師：西尾 尚起  氏（上市町立南加積小学校  教諭） 

窪田 稔彦  氏（砺波市立砺波北部小学校 教諭） 

小澤 愛実  氏（入善町立黒東小学校     教諭） 

小里 卓己  氏（滑川市立東部小学校   教諭） 

神田 将義  氏（高岡市立博労小学校   教諭） 

(ｳ) お笑い道場  12名参加 

落語を学ぶことにより話術やユーモアのセンスを身につけ、ウィットに富む自

己表現力を高めることをねらいとする道場を開催した。 

 開催日 内  容 場  所 

第１回 ８月３日（水） 高座（舞台）で自己紹介してみよう 富山県教育記

念館 第２回 ８月10日（水） こばなしや大喜利のお稽古で自分を

表現しよう 

第３回 ８月17日（水） お稽古の成果を確認して楽しもう 

第４回 ８月21日（日） お笑い大会 高志会館カルチ

ャーホール 

      講師：安野家 仁楽斎 氏（社会人落語家、フリーアナウンサー） 

 

(3) 「高校生とことん科学セミナー」開催事業 

科学に興味のある高校１･２年生を対象に、最先端の科学に触れ、科学者等とひざ 

を交えて語り合う交流の場を持ち、将来の自分の進路などについて考えてもらう「高

校生とことん科学セミナー」を開催した。 

〔参加者〕12名 

〔開催日〕令和５年３月 12日（日） 

〔会 場〕富山県立大学 射水キャンパス 

〔講 師〕寺島 修 氏（富山県立大学工学部機械システム工学科 准教授） 



〔内 容〕「未来のクルマを支える技術に触れて、つくって、体感してみませんか？」 

 

２ 元気な地域づくり事業 

    地域づくり活動を行う個人又は団体の育成及び支援を行った。 

(1) 「学ぼう！ふるさと未来」支援事業 

ふるさとを愛する子どもの育成を願い、地域と連携して「ふるさと学習」に取り組

む学校を支援した。 

ア 選考委員会・実践報告会の開催（於 富山県教育記念館） 

選考委員会 令和４年６月７日（火） 

実践報告会 令和５年２月 16日（木） 

イ 実践校及び実践テーマ 

実践校 実践テーマ 

富 山 市 立 

上 滝 小 学 校 

ふるさとの歴史、自然、人と進んでかかわり、郷土を愛する子供の

育成 

富 山 市 立 

音 川 小 学 校 

ふるさと音川の魅力を未来に繋ぐ  

～気付き、考え、主体的に取り組む子供の育成～ 

射 水 市 立 

中太閤山小学校 

ふるさとの「ひと」「もの」「こと」に積極的に関わろうとする子供の

育成を目指して 

高 岡 市 立 

川 原 小 学 校 
ＴＯ ＧＯ ｆｏｒ 統合！ ふるさと川原を未来へつなぐ 

南 砺 市 立 

城 端 小 学 校 

ふるさとを誇りに思い、未来を切り開く子供の育成 

～ふるさと南砺科（城端学）を通して～ 

 

(2) 「富山県をよくする会」支援事業 

地域やＰＴＡ等と一緒にボランティア活動やあいさつ運動等に熱心に取り組んで

いる県内中学校の生徒会やグループを顕彰した。 

ア 表彰式  令和５年１月 25日(水) 於 高志会館 

イ 表彰団体 19団体 

郡市名 表彰団体 郡市名 表彰団体 

下新川郡 朝日中学校 生徒会 高岡市 高岡西部中学校 生徒会 

南星中学校 生徒会 黒部市 明峰中学校 生徒会 

魚津市 東部中学校 生徒会 氷見市 西の杜学園 児童生徒会 

滑川市 早月中学校 生徒会 小矢部市 津沢中学校 生徒会 

中新川郡 舟橋中学校 生徒会 砺波市 般若中学校 生徒会 

富山市 北部中学校 生徒会 

藤ノ木中学校 生徒会 

上滝中学校 生徒会 

八尾中学校 三学年 

南砺市 利賀中学校 生徒会 

福野中学校 生徒会 

県 富山聴覚総合支援学校 

卓球部 

射水市 大門中学校 生徒会 

新湊南部中学校 生徒会 

 

 



(3) 機関誌発行事業 

     財団の事業や記念館での展示開催等の活動内容を機関誌にし、ＰＲに努めた。 

ア ｢創造｣の発行 第 63号（令和５年３月）  1,200部 

イ ｢館報｣の発行 第 99号（令和４年 11月） 1,300部 

               第 100号（令和５年３月）  1,300部 

 

３ 教育記念館事業 

教育の歴史文化に関する文献の収集、保管並びに展示、教育記念館の管理運営を行った。 

(1) 教育記念館展示事業 

ア 企画展開催事業 

(ｱ)内容 「郷土の先賢展～とやまを拓いた女性たち～」 

期間 令和４年４月 13日（水）～６月 12日（日） 

(ｲ)内容 「青い目の人形展」 

期間 令和４年６月 15日（水）～７月３日（日） 

イ 恒例展開催事業 

内容 期間 

第20回さんすうワールド展 ７月13日(水)～８月28日(日) 

第19回子どもの目、自然不思議発見写真展 ８月31日(水)～９月29日(木) 

第13回児童・生徒によるものづくり展 10月19日(水)～11月13日(日) 

第53回富山県造形教育作品展 11月19日(土)～12月４日(日) 

第18回アイディアロボット展（※） 12月10日(土)～１月８日(日) 

第33回富山県中学校美術展 １月20日(金)～２月５日(日) 

     （※）関連企画として、小学生ロボットづくり教室及び高校生ロボコンフェスタを 

開催 

ウ  ミニ企画展示 

  ・児童生徒の各種コンクールのポスター展 

エ 常設展示 

(ｱ)教育記念室（富山県教育記念館２階） 

    江戸時代以降の富山県教育のあゆみを時代別に展示。 

(ｲ)郷土先賢室（富山県教育記念館３階） 

     実業や政治、教育、文化芸術など、郷土の発展につくし顕著な業績を挙げられ

た６名の先賢者の功績等を展示（３名展示替え）。 

  ・新たな３名：原 信夫、吉田 実、酒井 静女 

 

(2) とやまの教育資料収集・調査事業 

 富山の教育の歴史や文化に関する文献や資料の収集･調査及び研究を行った。 

ア 郷土先賢専門部会（専門員７名） 

郷土が生んだ先賢者に関する調査・研究 

第１回 令和４年６月 27日（月）、第２回 令和４年８月 22日（月） 

第３回 令和４年 11月 30日（水） 

 



イ 教育資料専門部会（専門員３名） 

より開かれた展示・館利用を目指し収蔵資料の価値付けを図る調査・研究 

・資料台帳の整備・データベース化 

 ・常設展示用ガイドブックの開発を進めた。 

 

ウ 収蔵資料の公開・閲覧事業ならびに広報の実施 

(ｱ)富山市民大学講座 現地学習会にて公開・閲覧 

  開催日：令和４年９月26日（月） 

  参加者：31名 

  内 容：教育記念室の見学および解説 

          郷土先賢室（自由見学） 

          収蔵資料の解説および閲覧 

          「明治以降、終戦直後までの教科書（国語・修身）」54点 

          「昭和20年代後半から40年代の小学校国語教科書」約40点 

 

(ｲ)常設展示の紹介・ＰＲ 

  ・北日本放送 「いっちゃんＫＮＢ」での紹介 

       放映日：令和４年11月２日（水） 

   番組名：「LIVEで☆学びまショー」 

    内 容：記念館、２階 教育記念室の紹介 

 

・富山シティエフエム 

  放送日：令和５年３月13日（月）～17日（金） 

番組名：「ものしりとやま学」 

内 容： 記念館、１階～３階 各常設展の紹介 

 


